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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
貯蔵ブロックを含み、
前記貯蔵ブロックには弧状面ブロックが固定的に設置され、前記弧状面ブロックの下側に
は電気ケトル本体が設置され、前記電気ケトル本体の中には上方に開口した水空間が設置
され、前記水空間の中には洗浄機構が設置され、前記水空間の中にお湯と酢とを加え、前
記洗浄機構の作動で前記水空間の中のお湯と酢とを撹拌し、前記水空間の中の水垢を素早
く落とすことができ、
前記弧状面ブロックの下端面の中には下方に開口した収集空間が設置され、前記収集空間
の中には濾過機構が設置され、前記濾過機構は鉄板を含み、前記鉄板の中には濾過空間が
形成され、前記濾過空間の中にはフィルタが設置され、前記貯蔵ブロックの中には貯蔵空
間が設置され、ほとんどの水垢が落ちた後に、装置を反転して、前記貯蔵ブロックの上端
面を地面と接触させ、前記水空間の中の混合物が前記収集空間に入り、水垢が前記濾過空
間に濾過され、液体が前記貯蔵空間の中に入って貯蔵され、
前記貯蔵ブロックの下端面には輸送機構が装着され、前記輸送機構は前記貯蔵ブロックの
下端面と固定的に連結された出力ブロックを含み、前記出力ブロックの中には輸送空間が
設置され、前記輸送空間の中には互いに噛み合った輸送歯車と動力歯車とが設置され、装
置を反転して、前記貯蔵ブロックの上端面を地面と接触させた時、前記輸送歯車と前記動
力歯車との噛合伝動によって前記貯蔵空間の中に貯蔵した液体を前記水空間の端壁に噴き
かけ、前記水空間の端壁に残った水垢を除去することができることを特徴とする電気ケト
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ルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項２】
前記洗浄機構はまた前記貯蔵ブロックの下端面と固定的に連結されたモータを含み、前記
モータの下端面には駆動軸が回転できるように設置され、前記駆動軸には駆動歯車が固定
的に設置され、前記貯蔵空間の下端壁の中には円柱型空間が設置され、前記円柱型空間の
中には頂部軸が回転できるように設置され、前記頂部軸の中には前記頂部軸の上下端面を
貫通した入り空間が設置され、前記頂部軸の下側には伝動軸が設置され、前記伝動軸の中
には上方に開口した鉛直空間が設置され、前記鉛直空間の左右端壁には移動空間が対称的
に設置され、前記頂部軸の下端が前記鉛直空間の中に位置し、前記頂部軸の左右端面には
前記移動空間とスライドできるように連結された移動ロッドが対称的に且つ固定的に設置
され、前記伝動軸には伝動傘歯車と伝動歯車とが固定的に設置され、前記伝動歯車が前記
伝動傘歯車の下側に位置し、前記伝動歯車と前記駆動歯車とは噛み合っており、前記伝動
軸には六つの横向きロッドが均一に且つ固定的に設置され、前記横向きロッドの中には収
納空間が設置され、前記収納空間が前記鉛直空間と前記水空間とを連通し、前記収納空間
の上下端壁には運動空間が対称的に設置され、前記運動空間において前記鉛直空間に近接
した端壁には運動ばねが固定的に設置され、前記運動ばねにおいて前記鉛直空間から離れ
た一端には前記運動空間とスライドできるように連結された運動ロッドが固定的に設置さ
れ、二つの前記運動ロッドの間には一つの撹拌ロッドが固定的に設置され、前記撹拌ロッ
ドの中には前記撹拌ロッドの左右端面を貫通した噴出空間が設置され、前記伝動軸には三
つの排出管が均一に且つ固定的に設置され、前記排出管の中には管空間が設置され、前記
管空間が前記水空間と前記鉛直空間とを連通することを特徴とする請求項１に記載の電気
ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項３】
前記濾過機構はまた前記弧状面ブロックの中に嵌設された磁気ストライプを含み、前記貯
蔵ブロックの中には磁気ブロックが嵌設され、前記貯蔵空間の左右端壁には連結空間が対
称的に設置されていることを特徴とする請求項１に記載の電気ケトルの内壁に対する洗浄
を行う知能型手入れ設備。
【請求項４】
前記輸送機構はまた前記貯蔵ブロックの下端面と固定的に連結された力受けロッドを含み
、前記力受けロッドの下端には力受けブロックが固定的に設置され、前記力受けブロック
の中には横向き軸が回転できるように設置され、前記横向き軸が前記力受けブロックの左
右端面を貫通し、前記横向き軸の左端には出力傘歯車が固定的に設置され、前記横向き軸
の右端には入力傘歯車が固定的に設置され、前記輸送歯車の中には旋転軸が固定的に設置
され、前記旋転軸と前記輸送空間の上下端壁とは回転できるように連結され、前記旋転軸
の右側には前記輸送空間の上端壁と回転できるように連結された動力軸が設置され、前記
動力歯車が前記動力軸に固定され、前記動力軸の下端が前記収集空間の中に位置し、且つ
前記動力軸の下端には頂部傘歯車が固定的に設置され、前記頂部傘歯車と前記出力傘歯車
とが噛み合っており、前記輸送空間は連結パイプによって前記円柱型空間と連通し、前記
輸送空間は鉛直パイプによって前記貯蔵空間と連通することを特徴とする請求項１に記載
の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項５】
前記貯蔵ブロックの下端面には支持ロッドが左右対称的に且つ固定的に設置され、前記支
持ロッドの下端には支持ブロックが固定的に設置されていることを特徴とする請求項１に
記載の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項６】
前記磁気ストライプと前記鉄板との間に吸引力があり、前記鉄板と前記磁気ブロックとの
間に吸引力があることを特徴とする請求項３に記載の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行
う知能型手入れ設備。
【請求項７】
前記貯蔵空間の上端壁の中には電磁スイッチが嵌設され、前記電磁スイッチは前記貯蔵空
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間の中にある液体を排出できることを特徴とする請求項１に記載の電気ケトルの内壁に対
する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項８】
前記運動ばねが自由状態にあることを特徴とする請求項２に記載の電気ケトルの内壁に対
する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【請求項９】
前記磁気ストライプと前記磁気ブロックとは環状であることを特徴とする請求項６に記載
の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本願発明は電気ケトルの手入れ分野を取り上げて、具体的には電気ケトルの内壁に対する
洗浄を行う知能型手入れ設備である。
【背景技術】
【０００２】
電気ケトルは電気的に湯を沸かすケトルである。電気ケトルは様々な場合に幅広く応用さ
れ、通電した後に電気ケトルは素早くお湯を沸かすことができる。しかし、従来の電気ケ
トルは長時間使用された後に内壁に多くの水垢がたまり、これが水の加熱速度に響き、さ
らに水の中に混入する可能性もあり、沸かしたお湯の質に響き、電気ケトルに対する従来
の洗浄方法は、主に手動洗浄で行われ、面倒であり、洗浄後に水垢を注ぎ出すのは簡単で
はなく、水で洗い流す場合は大量の水資源が必要になる。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０８７８４３４４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備を提供し、電気ケトルの
洗浄が難しいことや洗浄後の水垢を排出しにくいことなどの問題を解決することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本願発明は以下の技術プランを通じて実現する。
【０００６】
本願発明の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備は、貯蔵ブロックを含
み、前記貯蔵ブロックには弧状面ブロックが固定的に設置され、前記弧状面ブロックの下
側には電気ケトル本体が設置され、前記電気ケトル本体の中には上方に開口した水空間が
設置され、前記水空間の中には洗浄機構が設置され、前記水空間の中にお湯と酢とを加え
、前記洗浄機構の作動で前記水空間の中のお湯と酢とを撹拌し、前記水空間の中の水垢を
素早く落とすことができ、
前記弧状面ブロックの下端面の中には下方に開口した収集空間が設置され、前記収集空間
の中には濾過機構が設置され、前記濾過機構は鉄板を含み、前記鉄板の中には濾過空間が
形成され、前記濾過空間の中にはフィルタが設置され、前記貯蔵ブロックの中には貯蔵空
間が設置され、ほとんどの水垢が落ちた後に、装置を反転して、前記貯蔵ブロックの上端
面を地面と接触させ、前記水空間の中の混合物が前記収集空間に入り、水垢が前記濾過空
間に濾過され、液体が前記貯蔵空間の中に入って貯蔵され、
前記貯蔵ブロックの下端面には輸送機構が装着され、前記輸送機構は前記貯蔵ブロックの
下端面と固定的に連結された出力ブロックを含み、前記出力ブロックの中には輸送空間が
設置され、前記輸送空間の中には互いに噛み合った輸送歯車と動力歯車とが設置され、装
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置を反転して、前記貯蔵ブロックの上端面を地面と接触させた時、前記輸送歯車と前記動
力歯車との噛合伝動によって前記貯蔵空間の中に貯蔵した液体を前記水空間の端壁に噴き
かけ、前記水空間の端壁に残った水垢を除去することができる。
【０００７】
好ましくは、前記洗浄機構はまた前記貯蔵ブロックの下端面と固定的に連結されたモータ
を含み、前記モータの下端面には駆動軸が回転できるように設置され、前記駆動軸には駆
動歯車が固定的に設置され、前記貯蔵空間の下端壁の中には円柱型空間が設置され、前記
円柱型空間の中には頂部軸が回転できるように設置され、前記頂部軸の中には前記頂部軸
の上下端面を貫通した入り空間が設置され、前記頂部軸の下側には伝動軸が設置され、前
記伝動軸の中には上方に開口した鉛直空間が設置され、前記鉛直空間の左右端壁には移動
空間が対称的に設置され、前記頂部軸の下端が前記鉛直空間の中に位置し、前記頂部軸の
左右端面には前記移動空間とスライドできるように連結された移動ロッドが対称的に且つ
固定的に設置され、前記伝動軸には伝動傘歯車と伝動歯車とが固定的に設置され、前記伝
動歯車が前記伝動傘歯車の下側に位置し、前記伝動歯車と前記駆動歯車とは噛み合ってお
り、前記伝動軸には六つの横向きロッドが均一に且つ固定的に設置され、前記横向きロッ
ドの中には収納空間が設置され、前記収納空間が前記鉛直空間と前記水空間とを連通し、
前記収納空間の上下端壁には運動空間が対称的に設置され、前記運動空間において前記鉛
直空間に近接した端壁には運動ばねが固定的に設置され、前記運動ばねにおいて前記鉛直
空間から離れた一端には前記運動空間とスライドできるように連結された運動ロッドが固
定的に設置され、二つの前記運動ロッドの間には一つの撹拌ロッドが固定的に設置され、
前記撹拌ロッドの中には前記撹拌ロッドの左右端面を貫通した噴出空間が設置され、前記
伝動軸には三つの排出管が均一に且つ固定的に設置され、前記排出管の中には管空間が設
置され、前記管空間が前記水空間と前記鉛直空間とを連通する。
【０００８】
好ましくは、前記濾過機構はまた前記弧状面ブロックの中に嵌設された磁気ストライプを
含み、前記貯蔵ブロックの中には磁気ブロックが嵌設され、前記貯蔵空間の左右端壁には
連結空間が対称的に設置されている。
【０００９】
好ましくは、前記輸送機構はまた前記貯蔵ブロックの下端面と固定的に連結された力受け
ロッドを含み、前記力受けロッドの下端には力受けブロックが固定的に設置され、前記力
受けブロックの中には横向き軸が回転できるように設置され、前記横向き軸が前記力受け
ブロックの左右端面を貫通し、前記横向き軸の左端には出力傘歯車が固定的に設置され、
前記横向き軸の右端には入力傘歯車が固定的に設置され、前記輸送歯車の中には旋転軸が
固定的に設置され、前記旋転軸と前記輸送空間の上下端壁とは回転できるように連結され
、前記旋転軸の右側には前記輸送空間の上端壁と回転できるように連結された動力軸が設
置され、前記動力歯車が前記動力軸に固定され、前記動力軸の下端が前記収集空間の中に
位置し、且つ前記動力軸の下端には頂部傘歯車が固定的に設置され、前記頂部傘歯車と前
記出力傘歯車とが噛み合っており、前記輸送空間は連結パイプによって前記円柱型空間と
連通し、前記輸送空間は鉛直パイプによって前記貯蔵空間と連通する。
【００１０】
好ましくは、前記貯蔵ブロックの下端面には支持ロッドが左右対称的に且つ固定的に設置
され、前記支持ロッドの下端には支持ブロックが固定的に設置されている。
【００１１】
好ましくは、前記磁気ストライプと前記鉄板との間に吸引力があり、前記鉄板と前記磁気
ブロックとの間に吸引力がある。
【００１２】
好ましくは、前記貯蔵空間の上端壁の中には電磁スイッチが嵌設され、前記電磁スイッチ
は前記貯蔵空間の中にある液体を排出できる。
【００１３】
好ましくは、前記運動ばねが自由状態にある。
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【００１４】
好ましくは、前記磁気ストライプと前記磁気ブロックとは環状である。
【発明の効果】
【００１５】
本願発明の有益効果は：本願発明は回転の方式で電気ケトルの内壁の水垢除去を速め、ま
た、水垢を除去し終えた後に、水垢を浸すのに用いられる液体を再利用することで、電気
ケトルの内壁に残った水垢を除去し、この方式は省エネだけではなく、電気ケトルに対す
る洗浄も徹底的であり、装置の中にはモータを一つだけ設置し、自動化レベルが高く、使
用が便利である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
下記に図１～５をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１７】
【図１】図１は本願発明の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備の　　
全体全断面の正面構成模式図
【図２】図２は図１の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備に洗浄　　
手入れ作業を行う状態の模式図
【図３】図３は図１のＡの拡大模式図
【図４】図４は図１のＢの拡大模式図
【図５】図５は図３のＣ―Ｃ方向からの模式図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
図１～５を参照し、本願発明の電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備は
、貯蔵ブロック２４を含み、前記貯蔵ブロック２４には弧状面ブロック１５が固定的に設
置され、前記弧状面ブロック１５の下側には電気ケトル本体１０が設置され、前記電気ケ
トル本体１０の中には上方に開口した水空間１１が設置され、前記水空間１１の中には洗
浄機構７０が設置され、前記水空間１１の中にお湯と酢とを加え、前記洗浄機構７０の作
動で前記水空間１１の中のお湯と酢とを撹拌し、前記水空間１１の中の水垢を素早く落と
すことができ、
前記弧状面ブロック１５の下端面の中には下方に開口した収集空間１６が設置され、前記
収集空間１６の中には濾過機構７２が設置され、前記濾過機構７２は鉄板１９を含み、前
記鉄板１９の中には濾過空間２０が形成され、前記濾過空間２０の中にはフィルタ２１が
設置され、前記貯蔵ブロック２４の中には貯蔵空間２５が設置され、ほとんどの水垢が落
ちた後に、装置を反転して、前記貯蔵ブロック２４の上端面を地面と接触させ、前記水空
間１１の中の混合物が前記収集空間１６に入り、水垢が前記濾過空間２０に濾過され、液
体が前記貯蔵空間２５の中に入って貯蔵され、
前記貯蔵ブロック２４の下端面には輸送機構７１が装着され、前記輸送機構７１は前記貯
蔵ブロック２４の下端面と固定的に連結された出力ブロック４１を含み、前記出力ブロッ
ク４１の中には輸送空間４０が設置され、前記輸送空間４０の中には互いに噛み合った輸
送歯車４２と動力歯車４４とが設置され、装置を反転して、前記貯蔵ブロック２４の上端
面を地面と接触させた時、前記輸送歯車４２と前記動力歯車４４との噛合伝動によって前
記貯蔵空間２５の中に貯蔵した液体を前記水空間１１の端壁に噴きかけ、前記水空間１１
の端壁に残った水垢を除去することができる。
【００１９】
有益的には、前記洗浄機構７０はまた前記貯蔵ブロック２４の下端面と固定的に連結され
たモータ２８を含み、前記モータ２８の下端面には駆動軸２９が回転できるように設置さ
れ、前記駆動軸２９には駆動歯車３０が固定的に設置され、前記貯蔵空間２５の下端壁の
中には円柱型空間４８が設置され、前記円柱型空間４８の中には頂部軸５０が回転できる
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ように設置され、前記頂部軸５０の中には前記頂部軸５０の上下端面を貫通した入り空間
４９が設置され、前記頂部軸５０の下側には伝動軸１２が設置され、前記伝動軸１２の中
には上方に開口した鉛直空間３２が設置され、前記鉛直空間３２の左右端壁には移動空間
５２が対称的に設置され、前記頂部軸５０の下端が前記鉛直空間３２の中に位置し、前記
頂部軸５０の左右端面には前記移動空間５２とスライドできるように連結された移動ロッ
ド５１が対称的に且つ固定的に設置され、前記伝動軸１２には伝動傘歯車２６と伝動歯車
３１とが固定的に設置され、前記伝動歯車３１が前記伝動傘歯車２６の下側に位置し、前
記伝動歯車３１と前記駆動歯車３０とは噛み合っており、前記伝動軸１２には六つの横向
きロッド５４が均一に且つ固定的に設置され、前記横向きロッド５４の中には収納空間６
０が設置され、前記収納空間６０が前記鉛直空間３２と前記水空間１１とを連通し、前記
収納空間６０の上下端壁には運動空間５６が対称的に設置され、前記運動空間５６におい
て前記鉛直空間３２に近接した端壁には運動ばね５５が固定的に設置され、前記運動ばね
５５において前記鉛直空間３２から離れた一端には前記運動空間５６とスライドできるよ
うに連結された運動ロッド５７が固定的に設置され、二つの前記運動ロッド５７の間には
一つの撹拌ロッド５８が固定的に設置され、前記撹拌ロッド５８の中には前記撹拌ロッド
５８の左右端面を貫通した噴出空間５９が設置され、前記伝動軸１２には三つの排出管３
３が均一に且つ固定的に設置され、前記排出管３３の中には管空間３４が設置され、前記
管空間３４が前記水空間１１と前記鉛直空間３２とを連通する。
【００２０】
有益的には、前記濾過機構７２はまた前記弧状面ブロック１５の中に嵌設された磁気スト
ライプ１８を含み、前記貯蔵ブロック２４の中には磁気ブロック２２が嵌設され、前記貯
蔵空間２５の左右端壁には連結空間２３が対称的に設置されている。
【００２１】
有益的には、前記輸送機構７１はまた前記貯蔵ブロック２４の下端面と固定的に連結され
た力受けロッド４６を含み、前記力受けロッド４６の下端には力受けブロック３６が固定
的に設置され、前記力受けブロック３６の中には横向き軸３７が回転できるように設置さ
れ、前記横向き軸３７が前記力受けブロック３６の左右端面を貫通し、前記横向き軸３７
の左端には出力傘歯車３８が固定的に設置され、前記横向き軸３７の右端には入力傘歯車
３５が固定的に設置され、前記輸送歯車４２の中には旋転軸４３が固定的に設置され、前
記旋転軸４３と前記輸送空間４０の上下端壁とは回転できるように連結され、前記旋転軸
４３の右側には前記輸送空間４０の上端壁と回転できるように連結された動力軸４５が設
置され、前記動力歯車４４が前記動力軸４５に固定され、前記動力軸４５の下端が前記収
集空間１６の中に位置し、且つ前記動力軸４５の下端には頂部傘歯車３９が固定的に設置
され、前記頂部傘歯車３９と前記出力傘歯車３８とが噛み合っており、前記輸送空間４０
は連結パイプ４７によって前記円柱型空間４８と連通し、前記輸送空間４０は鉛直パイプ
５３によって前記貯蔵空間２５と連通する。
【００２２】
有益的には、前記貯蔵ブロック２４の下端面には支持ロッド１７が左右対称的に且つ固定
的に設置され、前記支持ロッド１７の下端には支持ブロック１４が固定的に設置されてい
る。
【００２３】
有益的には、前記磁気ストライプ１８と前記鉄板１９との間に吸引力があり、前記鉄板１
９と前記磁気ブロック２２との間に吸引力がある。
【００２４】
有益的には、前記貯蔵空間２５の上端壁の中には電磁スイッチ２７が嵌設され、前記電磁
スイッチ２７は前記貯蔵空間２５の中にある液体を排出できる。
【００２５】
有益的には、前記運動ばね５５が自由状態にある。
【００２６】
有益的には、前記磁気ストライプ１８と前記磁気ブロック２２とは環状である。
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【００２７】
装置全体の作動手順は以下の通りである。
【００２８】
１、 水空間１１の中にお湯と酢とを加え、モータ２８が作動し、駆動軸２９を駆動して
回転させ、駆動歯車３０が駆動軸２９につれ回転し、駆動歯車３０と伝動歯車３１との噛
合伝動によって伝動歯車３１を回転させ、撹拌ロッド５８と伝動歯車３１とは排出管３３
とともに回転し、水空間１１の中にあるお湯と酢とを撹拌し、水空間１１の内壁についた
水垢の落下を速める。
【００２９】
２、 しばらく経つと、水空間１１の水垢のほとんどが落ち、モータ２８を止め、装置を
貯蔵ブロック２４の上端面に翻転して地面と接触させ、水空間１１の中の液体と水垢の混
合物は収集空間１６の中に入り、液体がフィルタ２１によって貯蔵空間２５の中に入り、
水垢がフィルタ２１の表面に留められる。
【００３０】
３、 重力の作用のもとで、伝動軸１２が下降し、伝動傘歯車２６と入力傘歯車３５とは
噛み合い、モータ２８が作動し、駆動軸２９を駆動して回転させ、駆動歯車３０が駆動軸
２９とともに回転し、駆動歯車３０と伝動歯車３１との噛み合いによって伝動歯車３１を
回転させ、伝動傘歯車２６と、撹拌ロッド５８と、排出管３３とは伝動歯車３１とともに
回転し、伝動傘歯車２６と入力傘歯車３５との噛み合いによって、入力傘歯車３５を回転
させ、出力傘歯車３８が入力傘歯車３５とともに回転し、出力傘歯車３８と頂部傘歯車３
９との噛み合いによって、頂部傘歯車３９を回転させ、動力歯車４４が頂部傘歯車３９と
ともに回転し、動力歯車４４と輸送歯車４２との噛み合いによって、輸送歯車４２を回転
させ、輸送歯車４２と動力歯車４４とはともに回転することで貯蔵空間２５の中の液体を
連結パイプ４７によって円柱型空間４８の中に送ることができる。
【００３１】
４、 円柱型空間４８の中の液体は入り空間４９及び鉛直空間３２によってそれぞれ噴出
空間５９及び管空間３４の中から排出され、撹拌ロッド５８と排出管３３の回転につれ、
液体は水空間１１の中に残った水垢を処理できる。
【００３２】
５、 処理が終わった後に、モータ２８を止め、電磁スイッチ２７を入れ、貯蔵空間２５
の中の液体を排出し、手動で鉄板１９を取り出し、鉄板１９の表面についた水垢を除去す
る。
【００３３】
以上の実施例はあくまで本発明の技術的原理と特徴を説明するためのものであり、本分野
の技術者に本発明を理解できることと実施できることを目的とし、本発明を限定するため
のものではなく、本発明の意義と原則のもとで行われたいかなる修正と、等価置換と改善
などは本発明の保護範囲に含まれるべきである。
【要約】
【課題】本願発明は電気ケトルの内壁に対する洗浄を行う知能型手入れ設備を開示した。
【解決手段】
貯蔵ブロックを含み、前記貯蔵ブロックには弧状面ブロックが固定的に設置され、前記弧
状面ブロックの下側には電気ケトル本体が設置され、前記電気ケトル本体の中には上方に
開口した水空間が設置され、前記水空間の中には洗浄機構が設置され、前記水空間の中に
お湯と酢とを加え、前記洗浄機構の作動で前記水空間の中のお湯と酢とを撹拌し、前記水
空間の中の水垢を素早く落とすことができ、本願発明は回転の方式で電気ケトルの内壁の
水垢除去を速め、また、水垢を除去し終えた後に、水垢を浸すのに用いられる液体を再利
用することで、電気ケトルの内壁に残った水垢を除去し、この方式は省エネだけではなく
、電気ケトルに対する洗浄も徹底的であり、装置の中にはモータを一つだけ設置し、自動
化レベルが高く、使用が便利である。
【選択図】図１
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